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一前治子・秋田喜代美・天野美和子 (作成) （2022.3）
リーフレット『幼保小の架け橋のために－エビデンスからみる知恵と工夫－』
＞善野先生インタビュー紹介

「幼保小を架け橋するとまどいマトリクス」「異なる学校種でペアワーク」



それではご覧ください



大学教員で
小学校教師経験あり

2021 インタビューによる調査に協力
大学教員で小学校教師経験あり

善野八千子



教育行政における幼小接続期の政策形成についての考察
（善野八千子2019）

1989年の生活科の創設以降から今日に至る
幼小接続カリキュラムをめぐる教育政策の概要

１．「生きる力」における「学習の基盤」をめざす第１段階

２．「小１プロブレム」の予防・解消をめざす第２段階

３．安全で安心な学校生活をスタートさせる第３段階

４．学びに向かう子どもを育てる第４段階

善野八千子作成（2022）



◆着目したこと：指導者が困っている状況からではなく、
学習者である子どもが「入学後に戸惑っている状況」に着目。

◆仮説
「とまどい」要因を幼児教育と小学校教育の双方で解決する
ことで、子どもの育ちと学びを連続させることができる

◆「とまどい」の定義（善野2012）
「解決するための手段や方法が思いつかず、どのように対応し
たらよいか困ってまごつく状況」
そういう場合の子どもの言動：入学後の子どものとまどい

• ここでいう「とまどい」は、個別の発達状況の課題から起因していること
が明確な場合ではない。

入学後の子どもの「とまどい」



環境移行期における段差の6要素
善野八千子「幼小接続期におけるカリキュラムの開発Ⅲ～入学後の子どもの戸惑いに着目して～」

奈良文化女子短期大学研究紀要第43号p.49～p.67（2013）
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保育者及び小学校教諭の学級経営観
（中川ら、2009）

•心情を重視した

•受容的関わり
保育者

•規範を重視した

•指導的関わり

小学校

教諭
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【研修会の実際】
保幼小教職員が混合グループ
共に「入学後のとまどい事例」を出し合い
要因を分析する
→カリキュラム作成・改善につなげる

（幼児教育関係者）
入学後の4月の参観授業
で卒園児時の「とまどい」
を観たのですが、できてい
た事がなぜ・・・。



「とまどいマトリクス」を活用したワークショップ
参加型合同研修

（１グループに、公私立保幼小の教職員が混在）
奈良学園大学 善野八千子作成

色別ポストイットに子供の「とまどい」事例を記述
◆幼児教育関係者 →ピンク
◆小学校教育関係者 →黄色



▲保幼小混合の教員で実施した合同研修 「とまどいマトリクス」活用の一例

（小学校教育関
係者）

幼稚園の先生か
ら「小学校の男
の先生」が子供
の「とまどい」に
なっているとは、
考えもしなかった

です。 （小学校教育関係者）
科学あそびの時間に、

幼稚園に
「小学校の男の先生」が
「おもしろ実験」に白衣を
着て行くことにします。
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＜表1 とまどいマトリクス（善野2012）＞2017改訂版

「知・徳・体」学びの基礎力
幼児期の終わりまでに育てたい10の姿

「とまどい」事
例と６つの要因

①
時
間

②
空
間

③
人
間

④
も
の

⑤
技
能

⑥
心
情

知

⑤社会生活との関わり
⑥思考力の芽生え
⑧数量・図形、文字等への関心感
覚
⑨言葉による伝え合い
⑩豊かな感性と表現

徳
②自立心
③協同性
④道徳性・規範意識の芽生え

体
①健康な心と体
⑦自然との関わり・生命尊重



出典：https://www.mext.go.jp/content/20211215-mxt_youji-000019507-8.pdf
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1分間「○○じまん」
信頼構築の基本 聞く・話す

•聞く

•聴く

•効く
受容・共感
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図 「教育の連携性」と「教育の一貫性」(善野八千子2013） 12
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